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OUR MISSION STATEMENT
「人を知る最善の方法は、苦しい仕事を一緒にすることと、ジョークを言ってみること」と

言います。 これを「英語で発信」というのが本紙の使命で、受動から能動への一歩です。

「英語のジョークを楽しむ会」が活動領域をさらに広げようという試みです。                                        

地球の一体化が益々進む時代、「英語でジョークを」は、新しい意義を加えるでしょう。       

英語のジョークを楽しむ会(Joke-Loving Club=JLC) 代表・宮本倫好

●本紙は、原則として、毎週月曜日に配信します。

●執筆者は右の五名の本会会員です。相原悦夫、岡田茂富、田村公雄、土屋政雄、豊田一男

□■本日のお届け品: ジョーク三発

【和訳】

１．先生：先生が片方の手にオレンジ７個、反対の手にオレンジ 8個持っているとするなら、

先生の持っていたのは何でしょうか？

クラスのおどけ者の生徒：でっかい手です。

2. 先生：この箱の中に 10フィートのへびがいます。

サミー：先生、冗談言っては困ります・・・ヘビには足はありません。

3. 電話帳にはなぜこんなにスミスさんが多いのでしょう？

みんな電話を持っているからです。

【笑いのツボ】

ジャブでは 3発でもあまり利かないようですね。

●担当は、岡田茂富でした。

1. TEACHER: If I had seven oranges in one hand and   

eight oranges in the other what would I have?

CLASS COMEDIAN: Big hands!

2. TEACHER: In this box, I have a 10-foot snake.

SAMMY : You can't fool me, Teacher... snakes don't     

have feet.

3. Why are there so many Smiths in the phone book?

They all have phones.


